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☆シゲルくん通信の第７５号をお届けします。次回のお役立ち情報をお楽しみに☆

防水工事の茂興業がご縁のある皆様にお送りする瓦版です。よろしくお願いします。
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▲文・絵：ことだま遊書作家：ことだま千絵子

こんにちは 防水工事の茂興業 社長の高橋英樹です。
今年の７月は昨年の猛暑に比べ、涼しい日が続いて
いるように感じますが、茂興業の畑では、ジャガイモ・
玉ネギなど夏野菜が沢山収穫できました。お客様と
社員に随時お届けしています。
これから暑い夏が来ます。熱中症対策は、万全です
が、兆候がでたら体を冷やし病院に行きましょう。
皆様も体調を崩されませぬよう何卒ご自愛下さい。

2019年7月20日(土)工事部主催 メーカー様研修会を開催！

令和元年７月２０日(土)に茂興業㈱の２階会議室にて菊水
化学工業株式会社様、佐藤塗料株式会社様をお迎えして、
アスベスト除去工事についての研修会を行いました。様々
な事例をもとに分かり易くご説明いただきました。
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▲左から

菊水化学工業㈱
汎用塗料事業本部
営業部 新潟営業所 所長

柴田遊太郎 様

汎用塗料事業本部 部長
石川郁夫 様

佐藤塗料㈱
常務取締役

新潟営業所所長
大橋敏明 様

▲研修会の様子②

▲研修会の様子①



★『建物超寿命化支援企業』の茂興業㈱がお客様の大切な資産を守ります★

ＴＥＬ ０２５－２２８－０３５１ 茂興業(株)

荻昌弘さんを愛してやまない俺ちゃん的シネマコラム

連載第１5回 今月のテーマ 『死ぬまでに一度は必ず見るべき 二度は絶対見たくない映画 』

今月の社内研修

★毎月掲載している挿絵はこちらからどうぞ。
インスタ始めました。

今月のメーカー様研修

▲ 早川ゴム(株)
北嶋様 ・ 丸子様

▲研修風景

7月6日（土）、営業部主催による社内メーカー様研修で、
早川ゴム(株) 北嶋様、丸子様より『2019年7月発売開始
のIH溶着機』 の研修を行っていただきました。また、IH
工法のメリットやIHの原理なども詳しくご説明いただきま
した。

➊『 ダンサー・イン・ザ・ダーク (2000年 デンマーク映画)』
近い将来失明の運命を背負いなから町工場で懸命に働き、女手一つで息子を育てる主人公に降りかかる悲劇。 同様な目の病気を患
う息子の手術代のために懸命に貯めたお金をあるきっかけで失い、その結果不本意な罪を背負って刑務所に収監されてしまう主人公
を、アイスランドの歌姫ビョークが熱演。 ほんとうに見終わった後は打ちひしがれますね。 ところどころに挟まれる不遇な主人
公の空想ミュージカルシーンのみが明るく、現実の残酷な仕打ちを際立たせます。 本通信を御愛読頂くお客様と、本作品の談義に
なりましたので改めて御紹介をさせて頂きました(^-^) ありがとうございました。 ちなみに本作品、堂々たるカンヌ映画祭最高作
品賞、主演女優賞受賞作品デス

❷『 ドッグヴィル (2003年デンマーク映画)』
とても先鋭的・実験的な衝撃作。 この映画、舞台となる村には映画らしい本物のセットがなく、チョークで仕切られた仮想空間を
現実に見立てて物語が進行します。 それだけですでに驚き! ロッキー山脈のさびれた鉱山町で、村人僅か23人の伝統を重んじる
閉鎖的な村ドッグヴィルに、ギャングに追われた美しき主人公がやってきます。 主人公の村人への奉仕と引き換えに主人公をかく
まうことをいったんは受け入れた村人ですが、やがて村人の態度は次第に醜悪なものに変貌し、ラストはほんとうにうちひしがれそ
うな悲劇が待ち受けています。 主演は当時美しさ絶頂期を迎えていたニコール・キッドマン。 実は、上記『ダンサー・イン・
ザ・ダーク』と同じラース・フォン・トリアー監督による、こちらもひけをとらない重たい作品となっておりマス

❸『 ブラック・スワン (2010年 アメリカ映画)』
鑑賞し終わった後に「なにこれ!!!!!!!!!」と叫ぶ確立が非常に高めな、心のトラウマを誘う一本。 ナタリー・ポートマン演じる主人
公は、バレエ『白鳥の湖』の主役に抜擢され日々練習を重ねます。 清廉潔白な白鳥のみならず、官能的な黒鳥も演じなければなら
ない主人公ですが、やがてプレッシャーにより徐々に徐々に精神を蝕まれていき、恐ろしい幻覚を見るようになります。 そんな中
で迎えるクライマックスの本番大舞台にて予測不能な事態が! ナタリー・ポートマンが主演のバレリーナにはまりすぎていて、美し
いけれど怖すぎ(+o+)

もし御興味が沸いてきましたら、皆様もぜひ一度御鑑賞を (^_-)-☆

こんにちは(^-^) 自称、茂興業内で一番の映画好き、増村文武です。
今月もテーマに沿っておススメの映画を御紹介させていただきます。

連載第15回目のテーマは 『 死ぬまでに一度は必ず見るべき 二度は
絶対見たくない映画 』
長いテーマですみません(^^;) ハッピーエンドな作品の反対に位置する
バッドエンドな作品にこの傾向がありますが、そんな映画にこそ考えさ
せられることがたくさんあるように感じます。 そしてバッドエンドな
映画でさえもエンターテイメントであると割り切って鑑賞できるのが、
我々人間の素晴らしき逞しさかつ同時に怖い部分でもあるわけですね。
今回御紹介の各作品は、そんなわけでテーマ通りのとびきりインパクト
大で重~い3本となります。 どうぞ連続鑑賞は御注意を💦

7月6日(土)、営業部田村係長より、建築分野での
VE(Value Engineering)提案について研修を行っていた
だきました。VEとは、製品サービスの「価値」を、それ
が果たすべき「機能」とそのためにかける「コスト」との
関係で把握し、システム化された手順によって「価値」
の向上を図る手法です。また、ＶＥ提案の長所と短所
等も詳しくご説明いただきました。

▲研修風景▲営業部 田村係長


